
１．概要

２．体制
九州地方整備局災害対策本部は、 非常体制 を継続中

○本部体制履歴

・ 4/14 21:26 非常体制　（地震震度７）　継続中

３．防災ヘリコプターによる調査
【 はるかぜ号：九州地方整備局 】

　４／１５ 　６：０５ 一次調査開始 　８：１０ 熊本地方上空での一次調査完了
１０：５８ 二次調査開始 １２：４５ 二次調査完了
１６：３４ 三次調査開始 三次調査完了

　４／１６ 　６：０５ 一次調査開始 　７：３１ 熊本地方上空での一次調査完了
　８：３１ 二次調査開始 １０：０６ 二次調査完了
１３：５７ 三次調査開始 １６：２９ 三次調査完了

　４／１７ 　９：０９ 一次調査開始 １１：３７ 一次調査完了
１３：０２ 二次調査開始 １５：０８ 二次調査完了

【 愛らんど号：四国地方整備局 】

　４／１５ 　８：４１ 一次調査開始 １１：００ 熊本地方上空での一次調査完了
　４／１６ １１：３８ 一次調査開始 １４：２０ 阿蘇上空での一次調査完了
　４／１７ １１：１５ 一次調査開始 １２：５８ 一次調査完了

１５：１０ 二次調査開始 １６：０５ 二次調査完了
１６：４５ 三次調査開始 １７：５０ 三次調査完了

【 ほくりく号：北陸地方整備局 】

　４／１７ １６：３９ 一次調査開始 １７：５５ 一次調査完了

※なお、調査開始予定は、天候等により変わる場合があります。

平 成 28 年 4 月 17 日

九 州 地 方 整 備 局

１ ９ 時 ３ ０ 分 現 在

全国からのＴＥＣ－ＦＯＲＣＥが被災地を支援。
整備局所有船により飲料水を提供中。

～ 平成２８年熊本地震に関する九州地方整備局の取り組み（第１７報）～

○全国からＴＥＣ－ＦＯＲＣＥが集結し、総勢１７１名体制で総力をあげて、被災地を
　支援しています。

○九州地方整備局所有船「海輝」「海煌」により飲料水を２１時まで提供しています。
　４月１７日（日）１７時時点における提供人数は、約７００人（１１，７００Ｌ）で
　す。明日も午前７時より継続して提供します。

○最大震度７を観測した熊本県益城町の災害情報等の収集、南阿蘇村での土砂崩落等の
　被災状況調査等を実施するため、防災ヘリコプター３機による本日の調査は完了しま
　した。



４．リエゾン派遣

５．ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ
【対応状況】

　○派遣人数・・・・総勢１７１名（今後も他地整を含め、追加派遣予定）

　○技術的指導・・・・国土技術政策総合研究所、国立開発研究法人　土木研究所

６．国管理道路の情報
【通行止め区間】

　○熊本県
・ 国道５７号　　８１ｋ１００付近　阿蘇郡南阿蘇村　土砂崩壊 ［熊本河川国道］
・ 国道２１０号　　日田市天瀬町大字合田～玖珠郡玖珠町大字戸畑　 ［大分河川国道］

※ 落石の感知センサーが異常を示し、落石の恐れがあるため

７．所管施設の状況
（１）国管理道路

　１）国道５７号　異常

・ 光ケーブル切断（南阿蘇村　立野付近）
・ 阿蘇市永草　７４ｋ９００付近上り　路面亀裂　応急復旧完了
・ 大津町引水　９１ｋ５００付近　引水跨線橋　段差　応急復旧完了
・ 南阿蘇村立野付近　８３ｋ７００付近　立野跨線橋　段差　応急復旧完了
・ 熊本市東区長嶺町　１１３ｋ３００付近　託麻跨道橋　段差　応急復旧完了
・ 熊本市東区御領　１０３ｋ７７０付近　東原橋　橋梁損傷　規制必要なし
・ 熊本市東区神水本町　１１１ｋ３６０付近　段差　応急復旧完了

熊本県庁
備考活動中派遣人数派遣先

1人2人

・関東地方整備局２１名
・北陸地方整備局１３名
・中部地方整備局１２名
・近畿地方整備局２４名
・中国地方整備局１９名
・四国地方整備局１６名
・九州地方整備局６６名

熊本市役所 2人 2人
益城町役場 3人 3人
御船町役場 2人 2人
嘉島町役場 2人 2人
西原村役場 2人 2人
大津町役場 1人 1人
菊池市役所 1人 1人
南阿蘇村役場 2人 2人
宇城市役所 1人 0人 撤収
合志市役所 1人 0人 撤収
和水町役場 1人 0人 撤収
阿蘇市役所 2人 2人
高森町役場 2人 2人
八代市役所 2人 0人 撤収
宇土市役所 1人 1人
産山村役場 2人 2人
菊陽町役場 1人 1人
大分県庁 2人 2人
大分市役所 2人 0人 撤収
日田市役所 2人 0人 撤収

合　　計 36人 26人



（２）国管理河川

・ 球磨川 堤防天端にクラック等を確認
・ 緑川 堤防天端にクラック等を確認
・ 白川 堤防天端にクラック等を確認
・ 菊池川 堤防天端にクラック等を確認

いずれも応急対策は完了
・ 緑川ダム 舗装のひらき等を確認

応急対策は完了

（３）港湾

・ 熊本港　（熊本県）

岸壁エプロン部沈下　利用上問題無し。
・ 八代港　（熊本県） 岸壁エプロン部クラック　利用上問題無し。
・ 別府港　（大分県） 液状化、目地の開き　利用上問題無し。

（４）空港
熊本空港（熊本県）

（５）官庁施設

１６の官庁施設について、被害を確認。
熊本市からの要請により、熊本地方合同庁舎Ａ棟が熊本市の緊急避難施設に指定された。

８．災害対策用機械
○照明車 ２５台 １７台：現場待機中

（グランメッセ対策本部１台、避難所外１６台）

８台：国道５７号　８１ｋ１００　法面崩落現場及び緑川災害現場へ移動中

○衛星通信車 ４台

１台：南阿蘇村に向け移動中

○Ｋｕ－ＳＡＴ ３台 ２台：グランメッセ対策本部で待機中

１台：国道５７号（南阿蘇村）で待機中

○待機支援車 １台 国道５７号　８１ｋ１００　法面崩落現場へ移動中

○散水車 ４台 熊本河川国道事務所（うち、１台移動中）

○排水ポンプ車 ３台 撤収済

○排水管清掃車 １台 九重町で活動中

○情報収集車 １台 南阿蘇村で活動中

○対策本部車 １台 グランメッセ対策本部で活動中

○公共ＢＢ １台 国道５７号（南阿蘇村）で待機中

　（新可搬型移動無線装置）

３台：益城町役場、国道４４３号、国道５７号（南阿蘇村）で活動中

空港基本施設　運用に支障なし。（但し、空港ビルディング　建築被害）

島内の臨港道路・駐車場：段差があり、車の通行不可のため、迂回路
を確保。（復旧の対応策を検討中。）

管内の港湾については、熊本港において一部利用制限があるものの、他の港はほぼ通常通り
利用可能となっている。



９．主な物資の支援状況
　　　本局及び管内事務所からの支援

　　＜益城町＞

　　水２L 　　  ・・・　１，１２０本

　　パン　　　　・・・　２，４００個

　　アルファ米　・・・ 　２１９個

　　缶詰等　　　・・・　９６個

　　毛布・布団　・・・　６３枚

　　防寒マット　・・・　７１枚

ブルーシート　・・・　９６３枚　 うち１３７枚は手配中

　　＜県庁＞

　　水２L　・・・　３，５４３本 １．５Ｌ　・・・　５９本

　　パン類　　・・・　５，０８９個

　　＜西原村＞

　　アスファルト合材　 ・・・・・　３００袋

ブルーシート　　１０ｍ四方・・・４０枚

〃 １．８ｍ×１００ｍ・・・・２本

土のう袋　・・・・・・・・・・・・・・１０００袋

トラロープ　　１００ｍ　　・・・・・・１７巻

カラーコーン　・・・・・・・・・・・２２７個

土のう袋（小型）　・・・・・・・・３０００袋

　　＜御船町＞

　　水２L　 ・・・　２８８本

　　ブルーシート　・・・　２８０枚　

　　パン類　　・・・　１，０８０本

　　＜美里町＞

　　水１．５L　 ・・・　２９本

　　水２L　 ・・・　１，６１５本

※自治体からの追加支援要請をとりまとめ、対応について検討中。

　４月１７日（日）６時５５分より、熊本港（岸壁）にて船舶（海煌、海輝）２隻体制で給水開
始、給水終了は２１時を予定。

　４月１７日（日）１７時時点における提供人数は、６９３人（１１，７００Ｌ）。

　熊本市の断水に伴い、４月１６日（土）１５時より、熊本港内の浮桟橋（熊本市）にて、船舶
（海輝）から約１６０人及び給水車に飲料水（３，０００Ｌ）の提供を実施。



【問い合わせ先】

国土交通省 九州地方整備局 災害対策本部 企画部 企画課長 大場 慎治

電話：０９２－４１４－７３０１（本部直通） FAX ：０９２－４８１－９２１０（本部直通）

【参 考】

リエゾン（災害対策現地情報連絡員）とは

フランス語で『組織間の連絡、連携』の意味。災害時に自治体との連携を密接に図るため、被

災した自治体からの情報を待つのではなく、自治体へ直接派遣して被災情報を収集し、災害対策

車の派遣など国から自治体への支援や復旧活動を迅速かつ円滑に行えるようにするもの。

ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥ（緊急災害対策派遣隊）とは

■目 的
ＴＥＣ－ＦＯＲＣＥとは、大規模自然災害が発生し、又は発生するおそれがある場合において、

被災地方公共団体等が行う、被災状況の迅速な把握、被害の発生及び拡大の防止、被災地の早期
復旧その他災害応急対策に関する技術的な支援を円滑かつ迅速に実施することを目的としたもの
です。

■主な任務
被災地方公共団体等が行う災害応急対策に対する技術的な支援を行います。

①被災状況の迅速な把握

②被害の発生及び拡大の防止
③被災地の早期復旧


